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1 リンパシンチグラフィはリンパ浮腫の評価に有用か？

■推　奨

リンパシンチグラフィはリンパ浮腫の診断と重症度評価に有用である可能性が高い。治療効果
の予測や判定における有用性に関して検討した報告も散見されており，幅広く活用できる可能
性がある。しかし，撮影方法や評価法が標準化されておらず，詳細な比較検討が難しい。

■推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠）

　　　　　　　リンパシンチグラフィは悪性腫瘍における所属リンパ節の同定法として開発され，1980 年代にリン
パ浮腫に対する評価法として応用された。当時行われていた直接的なリンパ管造影とは異なり，低侵襲で客観性の高
い検査法であるため，種々の解析と改良を経て，現在世界的に用いられている。
　リンパシンチグラフィは観察可能深度に限界がなく，リンパ流の全体像を把握するのに適している。
　所属リンパ節への集積の遅延や皮膚逆流現象，側副路形成などの所見からリンパ機能の評価が可能であり，リンパ
浮腫の診断に有用とする報告が多い 1-10）。また，これらの所見の多寡は臨床的重症度と相関するため重症度評価とし
ても用いられる 1 , 9 , 11-13）。リンパ浮腫に対する治療前後にリンパシンチグラフィを撮影し，画像所見の変化をもって
外科的治療や保存的治療の治療効果を判定する報告も散見される 6 , 7 , 11-14）。しかし，外科的治療の多くはリンパシン
チグラフィで直接的に評価することは困難であり，注意が必要である。リンパ浮腫患者において浮腫を発症していな
い四肢を評価し，発症リスクを検討する報告もあるが 8），十分なエビデンスの蓄積があるとはいえない。その一方，
早期診断に有用だったとの報告もあり 8），本検査の適切な撮影時期や適応に関して一定の見解は得られていない。
　角度可変式ガンマカメラで撮影し断層画像化したリンパシンチグラフィを同時撮影した単純 CT と重ねることで得
られる SPECT-CT リンパシンチグラフィは解剖学的情報が付加されるため，空間分解能が高い。これらを応用し，リ
ンパ節郭清範囲や放射線照射範囲の縮小によりリンパ浮腫発症リスクを低減する試みが報告されている 15）。また，
SPECT-CT リンパシンチグラフィはリンパ管同定にも応用可能と考えられるがエビデンスの蓄積としては少ない 11）。

　　　　　　　リンパシンチグラフィは同一の撮影法であれば，再現性の高い検査法であるが 16），使用する放射性
トレーサーや運動負荷の有無，撮影時間により得られる画像が異なる 3 , 17-19）。とくに放射性トレーサーは地域や国に
よって使用可能な薬剤が限られており，統一されていない。そのため，撮影方法や評価法の世界的な標準化が必要と
考えられる。
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